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§3．制作・施工を考慮したディテール集

　鋼橋の設計製作において、景観的配慮からそのディテールに留意する必要性が高

まっている。活動においては、便宜上橋梁のディテールの定義は、表1に従うもの

とし、この中から特にr桁の断面形状」r桁下形状」およびr付属物」に着目して

最近の傾向を追うと同時に、設計製作ならびに維持管理上の問題点、利点を記述し

たディテール集としてまとめることとした。

　さらに、近年の溶接技術の向上にともない、全断面溶接の採用が増加しているた

め、添接形式についても活動の中に取り込むものとした。

●　3－1　排水管の処理

●　3－2　コーナーR断面の採用例

●　3－3　全断面溶接について

表1　ディテールに係わるデザインエレメント

橋梁単体からみたデザインエレメント
上部構造　　ディテールに係わるデザインエレメント

一［！窯懲劉

下一｛1驚一形式，、状（面肋．

　　　　　　　　一E仕上げ（石張り．塗装等）

橋梁周辺

桁の断面形状一等断面桁．多角形断面

桁下形状 化粧板による処理

橋上バルコニー

官　掴

一平面上の位置．外観の靹ま

　壁高楓．ガードレール型等
同

器具の形状．照明対象（橋

一形式

照　明
橋のライトアツブ）

1日橋の親柱の保存親柱
舗　壮 タイル．自然石等の材料撰
　　駅
分離帯 植栽帯による分離

付属物 排水管　防音望等の処

屋　根 屋根の有無．橋梁形式との

色　彩 周辺建築物の色彩との調和

橋詰広場

取り付け階段

サイン類

その他

、水面．

東京の橋と景観（東京都）より
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3－1　排水管の処理

　都市内橋梁の印象を悪くしている原因の1つとして排水管があげられる。したがって、
今後の橋梁の計画においては下記のような検討が必要であると考えられる。

a）排水管を外部から見えない位置に設置する。

　　a一①一1・外桁内面に配管する。

　　a一①2　箱桁内部に配管する。

　　a一①一3　橋脚内部に配管する。

　　a一②　　化粧板で覆う。　（桁外面、桁下面、排水管のみカバーリング、構造と

　　　　　　外装材とを完全に分離した構飾分離論）
b）目立たないように工夫する。

　　b一①　　排水管の形状、材質を改良する。

　　b一②　　橋脚にスリットを設けてその中に排水管を設置する。

　　b一③　　本体構造物に密着させる。

　　b一④　　排水管を周囲の色と同系色に塗装する。　（長期暴露試験の実施）

　　b一⑤　　設置方向を車両進行方向に対して逆とする。

c）排水管そのものをなくす。

　　c一①　　地覆、路肩で集排水を行う。　　　l

　　c一②　　支間内で集水せず、橋脚上で集排水する。

d）本体構造物を排水管のために配慮した設計とする。

　　d一①　　飯桁の対傾構を縦引き管貫通のために逆V字型に組む。

　　d②　　桁腹板の旧貫通孔を放置しておくのではなく、ダブリング等で蓋をす

　　　　　　る。

　　d一③　　路面横断勾配を中央分離帯側に取り中央集排水とする。　（法令調査）

e）メインテナンスが支障なく行える構造とする。

　　e①　　清掃できる構造形式にする。
　　e一②　　排水管支持を強固なものにして管がたわまないようにする。

　　e③　　補修、点検作業が容易なものとする。

　　e。④　　最低40c　m＊60c　mの作業空間を確保する。

f）地域住民、街路・高速道路利用者にとって安全、快適な構造であること。

　　f一①　　破損に伴う落下のない様にする。

　　f②　　漏水、つらら等の落下のないようにする。

　　f一③　　排水施設の機能低下による路面滞水からくる車両走行性悪化のない様に

　　　　　する。
g）まったくの逆発想として排水管を隠すのではなく、主桁外面にアクセント化させた

　排水管を設置する。　（悪玉→善玉）

　　g一①　　排水管のデザイン化（ダミー管使用、管の疑似アーチ化等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋼橋技術研究会　橋梁美化研究認会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成2．3年度活動報告書より抜粋

　本報告書では以上のような実施例や基準類をいくつかの類型にまとめることによって橋

梁の計画における参考として供するものとした。
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厄構造名

基準名

構造図

構造概要

コメント

外桁内面への配管　（a一①一1）

首都高速道路公団標準図集
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異型桝を使用し、外桁内側に落し口を設置

桝に取り付く管は鋼管エルボを使用し、他はVP管

鋼管とVP管はフランジにより連結

排水管が外桁外側に出ないた、め、景観は向上する

・設計・施工・維持管理的に特に問題はないが、床版厚・桝と

桁の位置関係等の制約条件がある

設計時には他部材との干渉に留意必要（貫通部管と補剛材、

管及び支持材と対傾構・横・桁・検査路・添架物、桝と桁フラ

　ンジ・鉄筋等）



構造名

基準名

構造図

構造概要

コメント

外桁内面への配管　（a一①一1）

首都高速道路公団標準図集
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・桝の落し口は外桁の外側に設置し、桁を貫通して内側に入る

桝に取り付く管は鋼管エルボを使用し、他はVP管

鋼管とVP管はフランジにより連結

・板桁の景観向上策として最も一般的な方法であり、縦引き管

は若干目立っが、全体としてすっきりする

設計・施工・維持管理的にも特に問題はない

設計時には他部材との干渉に留意必要（貫通部管と補剛材、

管及び支持材と対傾構・横桁・検査路・添架物等）



構造名 箱桁内部への配管　　（a一①一2）

基準名 首都高速道路公団標準図集

構造図
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構造概要

・桝の落し口は箱桁の外側に設置し、　桁を貫通して内側に入る

管貫通部のさや管は、　STKを使用（亜鉛メッキ仕様）

柵に取り付く管は鋼管エルボを使用し、他はVP管

鋼管とVP管はフランジにより連結

コメント

・縦引き管は若干目立っが、　横引き管が見えず景観は向上する

管の取付・維持管理は、箱桁内部を横引きするのに比べて容

易である

・発錆防止のため、　さや管溶接部のメッキ補修必要

・設計時には他部材との干渉に留意必要（貫通部管と補剛材、

管及び支持材と対傾構・横桁・検査路・添架物等）
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構造名 橋脚配管（反例）

基準名 首都高速道路公団標準図集

構造図
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構造概要

橋脚外面にVP管を設置

コメント

景観への配慮はされていない

・管と脚本体を同色とすると少し目立たなくなるか？
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構造名

橋　名

構造図

構造概要

コメント

管の設置方向を車両進行方向に対して逆とする（b一⑤）

都道首都高速12号線（首都高速道路公団）
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ダブルデッキ上路部より垂直材部を縦引きする際、管の設置

方向を下層部の車両進行方向に対して逆側としている

管は、SGP管を使用（亜鉛メ・ソキ仕様）

補剛桁内には配管できないため、外側への露出はやむをえな

いが、箇所数（現状2格点に1ヶ所）多い

下層の臨港道路には歩道があり、歩行者に目立っ（管形状の

工夫・部材への密着等の処置により景観が向上する）
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構造名

橋　名

構造図

構造概要

橋脚内部への配管（a一①一3）

BY545工区高架橋（首都高速道路公団）
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単柱型橋脚の内部に排水管を設置

管は、鋼管（STK）を使用（亜鉛メッキ、内面タールェポ）

現地継手部を除き配管は、工場にて行う

頂部、落し口部は管と本体をダブリングを介して溶接

橋脚外面に排水管が露出しないため、景観は向上する

排水管の補修は極めて困難（撤去時は切断必要、新規取付管

は短いものを使用）

・落し口部曲管取付時の管と脚ダイヤフラム等との干渉要注意
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構造名

橋　名

構造図

構造概要

コメント

排水管の形状を改良する（b一①）

IS31工区高架橋（首都高速道路公団）
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・排水管に台形パィプを使用（t＝6mmの鋼板を加工、亜鉛
　メ・ソキ仕様）

鋼管との連結部はフランジ継手（ビルトア・ソプ構造）

・管継手部は差込みタイプで取付後パテ埋め

脚の板厚変化を管形状で吸収し、管外面はフラット

橋脚外面に排水管が密着し、管が角型の為景観は向上する

排水管の局部的な補修は困難（撤去時は切断必要）

排水管裏面の脚本体の塗り替えが出来ない

・管がビルトアップ構造で取り合いが多く、かっ板厚変化を吸

収しているため、加工工数が多大になる（標準既成品の開発

が望まれる）
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構造名

橋　名

構造図

構造概要

コメント

箱桁内部への配管　　（a・一①一2）

新交通有明西運河橋（東京都）
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・排水桝は主桁上にあるが、横引きは箱桁の外（桁間）で行う

・排水管は、　SGPを使用（塗装仕様）

貫通部の管と桁は、支持金具により固定（ボルト止め）

外からの見えがかり部に排水管がなく、景観は良好である

管の取付・維持管理は、箱桁内部を横引きするのに比べて容

易である（横引き管を外に出した理由と考えられる）

・貫通部は支持金具による固定のため、施工しやすい
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構造名 箱桁内部への配管 （a一①一2）

橋　名 高隆寺大橋（岡崎市）
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琶。。＿桑

排水桝は主桁上の部分も、 横引きは箱桁の外（桁間）で行う
排水管は、 桁内はSGP（亜鉛メ・ソキ）桁外はVP管

構造概要 鋼管とVP管の取り合いは、 差込み

貫通部の管と桁は、 ダブリングを介して溶接

外からの見えがかり部に横引き管がなく、 景観は良好である

管の取付・維持管理は、 箱桁内部を横引きするのに比べて容

コメント 易である（一横引き管を外に出した理由と考えられる）

貫通部の管、とダブリングを溶接している為、 施工しにくい

鋼管とVP’との取り合い部からの漏水の懸念あり
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分類番号 b一④
ン

a一①一②

橋 名 西架道橋
基準創
　　　1

画

辱　’　、

』

ムニム』，F

1

，’・、

『

r’ 、一’

一

　－　　　　　■　　　一

l」
響

｝

’

し
－

r　一　　・

9　　’

、，一一1’≒P』一 1ノ’ ，　：1鉱・
、

嘔

．』1

一

一 　醐
一”・．1㌔，．

㍗

1，F一　　　　・

』
D ’』　　　1

，甲』

一

亀　　　　．・

e
，

一　　　　　〇

■一　　唖　｝
D』

，’

　』
　騒’

．』麻

一

るo

高速道路の跨線橋であり、

　こととなるので景観に配慮している。
・排水管を鋼箱桁の内部に配置し、

に露出する部分の排水管の色は、

鋼箱桁の材質に耐候性鋼板を使用しているので床版から桁に至るまでの外部
桁の色と同系色としている。

高速道路を走行する車両から箱桁下面を見上げる

　　　橋台竪壁前面にて桁から地上へ下ろしてい

o

利 点 と 欠 点

製 作 上 架 設 上 維持管理上 総 ム
ロ
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分類番号 b一①． a一①一③

橋　　　名 荒川左岸歩道橋 基準名

国 彦
一 甲d乙も0

目　　　　1 ’　　　　＼，
誓『

一、旭！

‘あαな＞ク

1
　一　　　　　　　　　　　r　　　－

i き

　　l

一一1
　息 壷＿ ｝

「隔軸～
1 旨

ノ
唾
、

解　　1！’ 謳；
尉二二嶺λ！ 引

「
、
［

1

㍉笥
一rマ→　一／ ボ彪

　　　　　｝

§怠f＝こさi 1
＼dン

！1
．曽．」 ①1

一
，ノ．i60一・ 、F

ヤ 鞠1ヨ」 へ曾

割
下」lll

　再

下 　『
　！
つ　

鳶 材賞

lIl

l：l

i目

1・l

III

III

III

lIi

引
可1
　1
　『
鞠弓㌧h

　　』
1

　　’

5，購
　　斗Il

1
（も

　　　①〃③1∫自P

　　　㊥、⑤t3り∫3・驚

1
｝llI

l　I

l11

』l

I旨

lll

ill

“

。．L縣二瞭

蝋串1貝

i
歴
　
　
　
　
1

醐鰯歯・ 甲一　　　　　　

r
甥
　
！
　
l
－
－
1 7．

　【

一鰍騨
　」

り

細＿、、＿．
』　　－一 ．，．1⊃欝轟聾騨
　　　　　　む≦

1判・

公営ゴルフ場に隣接する建設省管轄の歩道橋であり、 景観に配慮した。

●
排水管が目立たないように鋼銀桁の内側を通し鋼橋脚の横梁付け根付近から

橋脚の内部に排水管を設置している。
排水管の維持管理がしやすいように橋脚の内部に設置する部分については外
部から掃除できる部分に直線部を設けている。さらに、内部に設置する管に

はステンレス管を使用して形状、 材質を工夫している。

景観に配慮し排水管の接合部は現場溶接としている。

利　点 と 欠 点

製　作 上 架　設　上 維持管理上 総　　合
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分類番号

橋

介①一②，c一②

名1
東京国際空港環八跨道橋 降名

回

’

A　　A，

《

5

，

　　　■　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　ずユ　　　■　　　、　　　　、　　　　　　■声』　バL　　1　　　　隔　　　　　　ロ　　　　・1’1・一β二督’一一一　　■　　＼　　　■　o

　　　l、鍵蚕　　、
　　　　　『‘’邸

　．■鑓紅
7召蕩＿、＿＿．＿＿＿

r一一　　　　　灯．

二＿フ七ナ

一
＼
　
＼
＼
　
随
、

Z z　4
一え

一
ρα

ノ
『
一
　
　
　
　
r
一

軌．
電　r’

」
．

－
’

＿亀L＿

　　丁2L

疹
　｝
　一
1
ム

一
・一　1～　＿
『　岨一・一一

　　　一
甲　　一

z　増　　』甲

’／　　　　　　　！！
’1　一　．＿

／
卸繍

一』・↓．ム↓J乙。

　　　　　　一｝一一一一・ゐ”三一～編’

f：彫5麟シ，シ、雑∫鰐

Z－P’μ　～ρ0A一　’‘？0　‘　∂

6一　β

7
　
　
　
　
，
…
、
　
一

＿土」匡5

＿」．iF． 1
ゆ

．レ

一　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一 一　一曹一一一　・1－　l　　I
一
1 ・1・ 　　　　　　琴藍一上＝罫一

．一1
④1－go’エル7κ惚（恥7・）儲ρ）

‘千一可糀赤生ず
こ）←・，ρ・L．』．1ご思・‘u二，亀や⊂も向の

瞬一

　　　　　本橋周辺の橋梁には統一をもたせた景観設計をしており、桁は円形とし、排
　　　　　水管は外部から見えないように配慮している。
　　　　　排水管は鋼床版から鋼箱桁の内部に配置しており、桁部では外部から見えな
　　　　　いようにしている。
　　　　　橋台部においても橋座面から竪壁の中に排水管を通し、外部からはほとんど
　　　　　見えないようにしている。

利　点 と 欠　点
製　作　上 架　設　上 維持管理上 玄公　　　　ム

“c、　　　　　口
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分類番号

橋 名

久一①一①
　　　日本巡踏公邑
基準名マ林暗棟鞠案

回

FO霞　　5’『ε9」　GlROER

5TA閥DARD
P叱自韻　じ■3r5，

3

…

＿1閥唖一一　　”鰯朝

　　　5。■，働91

、、樗●り

　　’9、，

　　　■」㌦2
　　　　　9、’

■g閥噂9

REI髄FORCε闇εNτOFWEB　Pし“苫E

　　　裾　”剛曜・”弼触開

き〆

零

巳7　げ

．イ』・9

！㈹”‘ ゆ●8陶・脚5◎o，

”8P●●I

DETA＝し一〇一

　昌　　5》，
　　晃
　　自
　　1，■

こ㌧．9

o一麿側1窺’

　　　　　　　●雪SETT置NG　OFDRAINBOX　　。一
　‘STANOARD，　　　　　　　　一”

　JO　■8・咀5」口・
　　▼

　　　ピ　　　　　　　ャ　　　　　　　　　ロロロ

…酔「ヂ，
唇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1「

　　　　　　　　　　　，り一”9。碗o

。2

§圭

矯
…

匝］．
排水管の標準図集起示されている鋼飯桁用の標準タイプ。　（発行年不明で古い資料〉

設計要領第2集（平成2年7月発行〉に合わせ構造物参考図集を平成4年度発行する
予定である。

排水管の勾配は設計要領第2集に準じ3％としている

排水管径路に一おいて、上部工と下部工との接続部にはフレキシブル管を設けている。

利　点 と　　欠 点
製　作　上

ウ土ブに孔明け加工

が必要となる。

架　設　上

特に問題なし。

維持管理上

特に問題なし。

総　　合

通常行われている形

式であり、特に問題
なし。
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分類番号

橋　　　名
基準名膝灘瀞鰻

回

SP∈C！AしCASε

麹、。。．尋 一一『二一－『一

0躍ム1”　】0罵

，’　r

『　戸

　’わ’

｛5r 』50」 ；r，ヌ》ρ

’，5G’P

．一「

排水管の標準図集に示されている鋼飯桁用の特殊なタイプ。 （発行年不明で古い資料）
’

設計要領第2集（平成2年7月発行〉に合わせ構造物参考図集を平成4年度発行する

予定薄ある。

排水管の勾配は設計要領第2集に準じ3％としている
排水管経路において、 上部工と下部工との接続部にはフレキシブル管を設けている。

一 利　点　　と 欠　占

製　作 上 架 設　上 維持管理上 総　　合

特に問題なし。 特に問題なし。 特に問題なし。 通常行われている形

式であり、特に問題
なし。
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分類番号

橋 名

介①一②，C一②

東京国際空港環八跨道橋
基準名1

回

’

A　　A．

〔

鋸

’

7←十‘，
マゴ＿偲9」

一≦ム
　　　　　　　　　＿一一・一一一一　　　　　　　■一噂－Fr一　　　　　一　　

，

　　　　　瞭　　　　『　　　　一　　　　　　　ムしロ　　　■　　　、　　　　、　　　　　　π丼仁　バL
　　　　、　　　　　　　ハ　　　　　1一ヒエー一一一　　　　ド　　　　　

　　　脚∬裁
　　　・占紐＿，メ」皿ρ一

’

「　ノ　ペ

　■1乙～一Lムα2
　　＿」コ
　　　　　＿L－5．． ○Ω

　『
　　γ1」∠二．

一
＼
＼
　
函
、

｝
一
一

　鴨■
黛「’

　，レ
’
＼
妻
駐

　1

「　＿峻
＝

　－　－　　　　　　一

！
1一．

－
、一
『
5
二
； 1～．r　l

一1一．

瓦
L

マ肚一』ζ鴫！ ■　　一

1　：とL取． h
’イ、．』＝　　ノ

團■oユL∠＿二
∠ 卜’

　」4a．＿＿一

’

一一・ゐ幻≦．＿偏’

！，

6一　β

6『邸 亀．

1τ

葉ヨ玉

f：彫1麟、｝、1瑠鰐

＝噂ρ”曜　ZOOA4’‘『0　‘　の

6αL＿7

溜
・・一1

、

ー
－
ー
ゆ
，

’
レ

一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　噂　　　　　　　　　　　　　　　　　一　『 ．　層　　一甲一一　・　　－ 曾

。団L・←一 ヒ

④1一ヲo・エルポ壱‘恥7・）儲ρ，
．‘沖一可調」腫ず
運）←・，o。い．lf思・‘回二・’肖》1も臼の

国．

　　　　　・本橋周辺の橋梁には統一をもたせた景観設計をしており、桁は円形とし、排
　　　　　水管は外蔀から見えないように配慮している。

　　　　　排水管は鋼床版から鋼箱桁の内部に配置しており、桁部では外部から見えな

　　　　　いようにしている。
　　　　　・橋台部においても橋座面から竪壁の中に排水管を通し、外部からはほとんど
　　　　　見えないよう1ごしている。

利 点 と　　欠　点
製　作　上

ダイアフラムおよび

ウェブに孔明け加工

が必要となるので製

作工数が多くなる。

架　設　上

内部の排水管は工場

取付とし、現場取付

は接合部のみとした

ので施工上特に問題
なし。

維持管理上

主桁内での維持管理

は桁外面に比べ足場

を必要とせず有利と

考えられる。

総　　合

製作上は孔明け等煩

1雑となるが、架設上

1および維持管理上は

　し易く有利となる。
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分類番号

橋 名

b一①，a一①一③

荒川左岸歩道橋
基準名1

回 止
d乙妬0

　　ノ

　1’一下一．　〆

賦
1＼こ

、、dン

醐編

げヤ

索『乞窪1
鼎てPレげ幅

週

　　　鮒下
　　一「li

　　　l…1
　　　！！1

　　　矧
　　　10
　　　瞑
　　　lil
　　　lll
　　　I「1

　　　　　　、心≧締箭　　　　　　一

　　　
暫　■　I　　　－　　　 　　

蒸
　1 亜鮒二二一一≒F一

　　　　　＠

　　　認、，

騨
＼

1ユ

「、、
＿＿L．＿」

臨多1亡
＼　　 　

r

　l

I　l

翫目
司u
…1§i§

」，、ノ

、

1．L．
り
細一一．．

ぶ　　1
　　　1

　「

ユ　　　1

　惨i
　！凝弓
　　　卜

キ櫓

①〃③5負P

㊦⑤＝sus3叶

1一つ’　　巨6と）

公営ゴルフ場に隣接する建設省管轄の歩道橋であり、景観に配慮した。
・排水管が目立たないように鋼飯桁の内側を通し鋼橋脚の横梁付け根付近から

橋脚の内部に排水管を設置している。
排水管の維持管理がしやすいように橋脚の内部に設置する部分については外
部から掃除できる部分に直線部を設けている。さらに、内部に設置する管に

　はステンレス管を使用して形状、材質を工夫している。

景観に配慮し排水管の接合部は現場溶接としている。

利　点 と　　欠　点
製　作　上

橋脚内ダイアフラム

およびフランジプレ
ー　ト　1こ子L明畜ナ力口工力∫

必要であり、補剛材

、との関連で加工が煩

雑である。

架　設　上

橋脚内部の排水管は

工場取付とし、現場

取付は桁部のみとし

たので施工し易い。

通常タイプと比べ特
に問題なし。

維持管理上

橋脚内部の排水管の

材質をステンレスと

してメンテ不要とし

、外部露出部は掃除

し易い形状として維

持管理し易くした。

総　　合

通常タイプに比べ、

力日工工費がカ】さむo

メンテし易く、外部

からの損傷、妨害等
を避けられる。
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分類番号 b一④，び一①一②

橋　　　名 西架道橋
基準創
　　　1

一

画

．ΩLz’．

」L二△．，

1

」’

一　 　　一　（

一

　　　　甲1’

’

・血
し

一

る』一，　．

禽
一

B
．　　翻

’
D
　 ’

．

一

《りP』

．毎

一
り
’
麻

一

高速道路Q跨線橋であり、高速道路を走行する車両から箱桁下面を見上げる
こととなるので景観に配慮している。

排水管を鋼箱桁の内部に配置し、橋台竪壁前面にて桁から地上へ下ろしてい

るo一
鋼箱桁の材質に耐候性鋼板を使用しているので床版から桁に至るまでの外部
忙露出する部分の排水管の色は、桁の色と同系色としている。

一　　利　点　　　と　　欠　・点

製　作　上 架　設　上 維持管理上 総　　合

ダイ．アフラムおよび

ウェブに孔明け加工

が必要となり、補剛

材を避けるため製作

が煩雑となった。

内部の排水管は工場

取付とし、現場取付

は接合部のみとした

ので施工し易い。

通常タイプと比べ特
に問題なし。

基準に基づき塩ビ管

を使用しているので

破裂の恐れあり、桁

に水抜き孔が必要と

なった。

製作上は孔明け等煩

雑となるが、架設上

および維持管理上は

し易く有利となる。

排水管の材質は要注
意。
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分類番号

橋　　名

箱桁内部に配管する　　（a一①．一2）

関東地建　荒川右岸取付高架橋 基準名

画

のとサれほじ　ぱハロコゆ
・一‘臥岨　・　1瑠一．〃φ恥・身．，面…Σ～ρ3　　　　　　　　　　一一7亀〃θ～2＿一．．　　　　＿、．

滋甕殖建塗二㌘デ、’臨下‘嵩壽
　　鳶瞳霧輸・パr幕后酢　　　1－轟．

」二董疲一・憐7①　　◎橘一一
一～μ坦一幌　　　　　し璽』一＿　　　　　　・匙寡ヒ押＿侃広皿．＿ ．、山㌧1，』・　　　　　　　　　＿一P、1r‘＿＿魁

　⑫みか縄ヌ・㌔1π’（劇，④卜←＿6、，脚脚」⑰’か、79ら佃”‘副9即泌二’・5”∫圃⑦　　　　　か桝夙二協

　　　　勇7肘茄扉渡　　　　；f・・ダ，‘｝卜戦．ア澱　　　　　　レジ＝イー　　　　　前7”鞠物
　　　　（棚噂幽〃一’幻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r笥

　　　　　　　　　　　δ急）　iE華需　戸　9

　　下水処理場の上にかかる高架橋のため、300mに渡って排水を下に下ろすことが
　　できなかった。
　　そのため、排水パイプは200A～400Aにまで径を変えていった。
　　本橋は箱主桁内にパイプを通したものである。
　　継手は水密性、施工性に優れたヴィクトリックジョイントを使用した。

利点と欠点
製作上

　箱桁内排水のた
め、工場で取付ける
のが原則。

　ダイヤフラムの孔
の大きさは大きめに
開けるのが良い。

架設上

　スプライス部には
現場取付用として短
い長さのものを使用
すると良い。

維持管理上

　パイプ内にガラス
フレーク入りタール
エポキシ塗装を塗っ
て耐久性を高めた。

　他にメッキ処理す
る場合もある。

総合
景観上はスッキリ

している。
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分類番号 箱桁内部に配管する（a一①の、・橋脚にスリットを設ける（b一②）

橋　　名 東京国際空港上層道路北側取付橋 基準名

回
　
　
　
　
P
　 ’

◎

s

』 趣一　一’

」
6一’肇ノ，冗F， 　　　　　　　昌　■‘一，，5．轟　　　轟　●5

　g　　　o

l
ト

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア

l　　　　　l
◎　　　　　⑦ ㊧i並i　　／・袖瓢 ”　　■

　ミ
l　　l
＠　　o
1 1，
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　ようにしている。

たないようにしている。

を変化させる装置を使っている。

上部工ではブラケット部は化粧板で、

上部と脚部の取合いの調整のために、

脚部では上部工はコンクリート内にパイプを隠し、下部はスリットを設けて目立

主桁部は箱桁内にパイプを入れて見えない

ゴムジョイントやインクリーザーという径

利　点 と　欠　点

製作上 架設上 維持管理上 総 A
口

　桁高が低いため、
製作が難しい。

　下部工の製作誤差
を吸収するのが難し
い。

　作業スペースを確
保するのが難しい。

ブラケット部は化粧
板を取りはずして外
側から行うことにな
る。

キリ

　景観上は排水装置
は見えないのでスッ
　　している。
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分類番号

橋　　名

排水管の形状、材質を改良する（b一①）、本体構造物に密着させる（b．③）

東京都　芝浦ループ橋　脚工事 基準名
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　　⊥

　　角橋脚に合わせて角形の排水管を使用した。
　　上部工側は丸パイプのため、取合い部で特異な曲管とレジューサーを製作した。
　　角パイプの継手をスッキリさせるため、内側に差し込み管を溶接した。
　　角パイプは全てメッキ処理として、脚の上塗り色（白系統）と同じとした。

利点と欠点
製作上

　角パイプの継手、

曲管の製作が難し
かった。

架設上

　メッキ処理とした
ため、角パイプが
スッキリとは入らず
苦労した。

維持管理上

特に問題なし。

総合
　角橋脚に角パイプ
のため目立たない構
造となった。
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分類番号

橋　　名

支間内で集水せず、橋脚上で集排水する　（c．②）

東京都南新川歩道橋 基準名

回 　　　　　　幽　　　　　　　　9己工図
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’L君鮎

　　六叉路にかけられたX形歩道橋の排水装置です。
　　排水桝は橋脚位置にしか設けていない。
　　特異な路面形状に縦横断勾配をっけて滞水の起こらないようにした。
　　排水桝とガス管は工場製作とし、化粧板（工場取付）下から、現場取付のV　P管
　　とした。

利　点　と　欠　点

製作上

　地覆内に埋込んだ
排水桝の製作は難し
かった。

架設上

　夜間作業でしたの
で、付属物が少な
かったのは良かっ
た。

維持管理上

特に問題なし。

総合
　景観上、化粧板に
覆われた箱桁である
のでスッキリしてい
る。
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分類番号 箱桁内部に配管する （a一①一2）

橋 名 新河岸川橋 基準名
一
日
本 道路公団
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箱桁内側に排水横引き管設置。

利 点　と 欠　点

製作上 架設上 維持管理上 総 A
口

主桁腹板に排水管 箱桁内部で横引き 流水延長は長くな
用開孔部必要。 を行わないのであれ るが、 維持管理に大

ば大きな問題はな きな困難も無く外観
い。 も良い。
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分類番号 （反例）

橋　　名 L－63橋 基準名 建設省
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國
　
　排水の落し口に添加物があり、無理矢理排水管を曲げて外に逃がしている。

　　添加物もしくは、排水管の計画に誤りがある。

利　点　と　欠　点

製作上 架設上 維持管理上 総　合
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分類番号

橋　 名

橋脚内部に配管する　（a一①一3） （反例）

BY522工区高架橋 基準名 首都公団
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　脚門

　　鋼製橋脚の内部に排水管を設置している。
　　管出口貫通部、開孔部と排水管の隙を現場溶接で埋めている。

利点と欠点
製作上

脚ダイヤフラムに
排水管用開孔が必要
になる。

架設上 維持管理上

排水管の取り換え
が困難。

総合
取り付け金具が外

から見えず外観はよ
いが、排水管の維持
管理が困難。
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分類番号 地喪、路肩で集排水を行う（c①

橋 名 万代橋 （よろずよはし） 基準名 茨城県
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桁にある程度の縦断勾配が必要となる。
オートガードを使用し、排水の横引き管を無くしている。

利　点 と　欠　点

製作上 架設上 維持管理上 総　合

現揚作業の増加
時に取り換え作業が
排水管に比べ困難。

オートガード破損

に制約条件はある
が、

外観は良い。

オートガード使用

横引き管が無く
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分類番号 外桁内面に配管する　（a一①1）

橋　　名 基準名 名古屋高速道路公社
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國
　
　 外桁内側に排水横引き管を設置。

利　点　と　欠　点

製作上 架設上 維持管理上 総　合

桁腹板に排水管用
開孔部必要。

　外観で横引き管の
確認が不可能

　維持管理で多少の
制約はあるが、全体
的に良い構造であ
る。
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分類番号 本体構造物に密着させる（b一③）

橋　　名 基準名 名古屋高速道路公社
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國
　
　 ブラケット下フランジの勾配に排水管を設置する。

　　ブラケット下フランジに一定以上の勾配が必要。

利　点　と　欠　点

製作上 架設上 維持管理上 総　合
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分類番号 箱桁内部に配管する（a一①一2）

橋　　名 基準名 名古屋高速道路公社
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國
　
　箱桁内側に排水横引き管設置。

　　2主桁以上の場合に適用。

利　点　と　欠　点

製作上 架設上 維持管理上 総　合

　主桁腹板に排水管
用開孔部必要。

　箱桁内部で横引き

を行わないのであれ
ば、大きな問題はな
い。

　流水延長は長くな
るが、維持管理に大
きな困難もなく外観
も良い。
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分類番号 箱桁内部に配管する　（a一①一2）

橋　　名 基準名 名古屋高速道路公社
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國
　
　 箱桁内側に排水横引き管設置（横桁貫通部）。

利　点　と　欠　点

製作上 架設上 維持管理上 総　合

　主桁腹板、横桁腹
板に排水管用開孔部
必要。

　箱桁内部で横引き

を行わないのであれ
ば、大きな問題はな
い。

流水延長は長くな
るが、維持管理に大
きな困難もなく外観
も良い。
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分類番号 箱桁内部に配管する（a一①2）

橋　　名 基準名 名古屋高速道路公社

画
　
　
　
　
　
9

－　　　　　■

ザ！5♀”
＿廻乳 調

ρα樹
1ワ7す　ノ

　　『 越

割
一

ノ
，
0 9・

　　1
　　』　　1一

一
■ 『匁

　　｝

　　　　　　可書．　手
　　　　　　　　・」虫勉巽

　　／b警導、｝一．
／　協／　　◎．’H彦

ご煙二｛＞漂ミく1触頚
　　　’r－2章5一、、』

’
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　 －～～一F
　　　　　　　2142

　o

一
些
唖

　　皿蕪陰＼．刀

瓢黛、，
烈・魑凱

　　　　　　　　　　　　　7A　　断　　面
　　　　　　　　　　　π

》
司
．
逸
畢 歪．　．

　　　ゆ　＆漁、
一　ヤ　　　　　　　ー
　，

①」

一回’

1（H　li
　’　・

　1i，
，H割1・ ノ

’
1
…‘凪唖18

也81一一甲一“

の星q一＿
縫二』虹塩〆i

盤
一

ー
　
　
、
‘
『

の
　
の
O
n

一
E
8
1
n

一
し
．
．
＿ 轡＼ 昌． ロT”一

£i

マ1

一＿一．

il　　　　　i
l、　　　　　　　　　1

』oo！

　乙郵鐙～．曇」
　　　　　　　1　＿一．一．二』lo2）…．＿上＿
一一1－　’

　　　　　　　§i　　　　　　　　l　l
l　　　　　　　I

　　　　928

1　＝

’　11

I　　　　　l　I
監i　　　　　　l　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1750

一　　　il　i…
　　皿　　i　l
400　051　　842　　ざ2α5・

　　　　II750

國
　
　 箱桁内部に排水横引き管設置。

利　点　と　欠　点

製作上 架設上 維持管理上 総　合

　ダイヤフラムなど
に排水管用開孔部必
要。

　排水管の一部材長
が短くなる。

　箱内部で排水管を
取り付けるため、現
場作業が困難にな
る。

排水管が箱内部に
あるため、取り換
え、清掃が困難。

排水管自体の破損
は減少。

外観は良いが維持
管理が困難になる。
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分類番号 箱桁内部に配管する　（a①一2）

橋　　名一 基準名 名古屋高速道路公社
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國
　
　 箱桁内部に排水横引き管設置。

利　点　と　欠　点

製作上 架設上 維持管理上 総　合

　ダイヤフラムなど
に排水管用開孔部必
要。

　排水管の一部材長
が短くなる。

　箱内部で排水管を
取り付けるため、現
場作業が困難にな
る。

排水管が箱内部に
あるため、取り換
え、清掃が困難。

排水管自体の破損
は減少。

　外観は良いが維持
管理が困難になる。
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分類番号 橋脚内部に配管する（a一①一3）

橋　　名 基準名 名古屋高速道路公社
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國
　
　鋼製橋脚内に排水管設置。

利　点　と　欠　点

製作上 架設上 維持管理上 総　合

　脚ダイヤフラムに
排水管用開孔部必
要。

　箱形状が小さい場
合、排水管の取り付
けが困難。

　排水管破損時の取
り換え、清掃が困
難。

　外観は良いが維持
管理が困難になる。
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分類番号 橋脚内部に配管する（a一①一3）

橋　　名 基準名 名古屋高速道路公社
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國
　
　 鋼製橋脚内に排水管設置。

利　点　と　欠　点

製作上 架設上 維持管理上 総　合

　脚ダイヤフラムに
排水管用開孔部必
要。

　箱形状が小さい場
合、排水管の取り付
けが困難。

　排水管破損時の取
り換え、．清掃が困
難。

　外観は良いが維持
管理が困難になる。
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分類番号 橋脚にスリットを設けてその中に排水管を設置する （b一②）

橋 名 基準名 名古屋高速道路公社
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脚表面にスリ ツ トを設けて、その中に排水管を設置する。 （コンクリート橋脚）

利　点 と 欠 点

製作上 架設上 維持管理上 総 A
口

現場でホールイン 排水管が目立たな
アンカーを打っ。 く、 維持管理も行い

易い。
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外桁内面に配管する（a一①一1）

付属物標準図集（昭和59年4月版）　　　　　　　　　　福岡北九州高速道路公社
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図の説明

　飯桁・箱桁共に原則的には、外面から桁横引き管（橋軸方向管）が見えない様
に排水桝位置の外桁ウェブ面に貫通孔を設けて、外桁内側で排水させている。

コメント

　　　全工区が都市内高架橋であるため、景観に配慮する場合、以下の点に対して
　緩和を許している。
　　　（1）排水管縦断勾配　3％以上→2％以上
　　　（2）鋼橋脚内排水（SGP管による）
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補修・点検作業が容易なものとする（e一③）、最低40c　m＊60cmの作業空間を確保する（e．④）

首都高速3号線六本木交差点上 首都高速道路公団
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図の説明

　側方視点では、横引き管が化粧板によって目隠しされているが、真下からの視
点では見えている。これは目常点検が高架下から目視で週1回のぺ一スで行われる
ことと、管破損時の維持補修作業が十分可能なスペースの保持を配慮した設計で
ある。

コメント

　臭い物にはふたをしろ的に、排水管を完全に覆ってしまう修景方法を最近目
にするが、メインテナンス性能をかなり犠牲にしてしまっている。上記のよう
に配慮した設計が望まれる。
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排水管を周囲の色と同系色に塗装する　（b一④）

東神戸大橋上部工 阪神高速道路公団

上寄工一一紬つ一レン←ラス型瓦
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図の説明

　外部から排水管が見えるため、VP管には橋体本体色と同色であり、塗装塗り替
えの手間のいらないメンテナンス性に優れたカラーパイプ（白色）を使用し、
350AのsGp管には橋体色と同色の塗装を施している。一方、上下層の下層部の集
水面積は小さいため、中央径間部のみ、排水桝端に流水散水装置を取り付け真直

下に排出している。

コメント

　　本橋は中央径間485m、側径間200mの3径間連続斜張橋であり、中央径間は航
　路上にあり、又、側径間は陸上部に位置するため、排水管は全区間で導水して
　いる。・上層排水は斜材裏面を通して下層へ導水して、車両進行方向とは逆に配

　置している。
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橋脚内部に配管する　（a一①一3）

東神戸大橋　端部橋脚 阪神高速道路公団
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図の説明

　本橋はペンデル橋脚と主塔で脚内排水している。そのため、全てSGP管を用
い、2m以下の分割長で、将来泥詰り等の損復部分のパイプを脚下方マンホールか
ら取り替可能な様にしている。隅角部の完全密閉部分を通る場合はさや管を

設けた。

コメント

　　本脚は東神戸大橋の端部脚にあたり、ペンデルリンク沓をV字形の上部部分に
挿入させて、外面からは目立たない。しかし、そのために、脚内面空間は非常

　に狭くなっているが、メインテナンスのために点検スペースはなんとか確保し

　ている。
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排水管の形状、材質を改良する　（b一①）

ゴウド

神戸高架橋（東京外環）
日本道路公団
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図の説明

　RC橋脚面にできるだけ沿わせることにより、排水管の違和感を感じさせないよ
うに、断面に矩形の鋼管（STKR41）を使用している。又、管どうしの継手は図の
様な構造としている。橋脚自身の断面が矩形に近いため、形状的には違和感が少
ない。

コメント

　　堆泥などで排水管が閉塞すると排水管の取替作業が手間がかかるため堆泥に

　よる閉塞が生じないよう管径や管勾配に配慮が必要である。
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分類番号 外桁内面に配管する　（a一①一1）

橋　　名 本郷高架橋（道路公団名古屋建設局） 基準名 設計要領第二集

回　　　　．

↓

一二必r

」’z｛一ノ冨i一

　　目
　　口　ri　l　l
　・レー1

　1　　／一・循P
　　　．／

、譲

　　　　　　　一『「　　　　　一　　　r　　一

　　　一』一泌一、蛭il

召しiイ＼ピノ

＿＿必‘

一
…
鎌 ￥

＠

》
趣

　磯

　　　　9　9

　　　　　＠
　　　　凪1

盤隷・
．必、、

v　，雌

＼、

y鱒ツ

ユ必　　凌＿π・
　　喝　　　　　　　　＼’

i鞭 鉱9
潟

旨
■

1
8
1

㊥．2 z・
　　　　　　．・　島・1　・　i　　　　　　　　＿L

・翻評竜・

10　　1 ＼

1◎
；　i
溜’

目ゴ

盆
」

國
　
　1．外桁内面で横引きするため、主桁WEBを貫通。

　2桝直下の曲管はR部の強度を考えSGPとした。　（主桁貫通部まで一体）
　3．非常駐車帯部は縦桁を外側に配置し（床版張り出しを小さく）、桝が縦桁より

　　内側になるようにした（写真は縦桁の外側に桝がある例）。
　4．桝直下の曲管の支持金具を（バンドを巻くタイプではなく）管に直付けにし、

　　外から見えにくくした。　（S）
利　点　と　欠　点

製作上 架設上 維持管理上 総　合
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分類番号

橋　　名

地覆、路肩で集排水を行う　丈c一①）

基準名 橋建協r鋼橋付属物の

設計の手引き』より

回

　　　　　　　　　　　　　　　　　

無筋コンクリート
　　　　　敷きモルタル

図一2．4．1　鋼製排水溝

　　・（道路公団の場合の例）

　　排水装置は排水管を用いて横引きを行うのが一般的であるが、横引き方式をでき
　　るだけ避けるために地覆部に鋼製排水溝を設け、長区間地覆部を導水する方法も
　　考えられている。
　　この方法をとると、泥が排水溝にたまるため路面上から排除できるなど管理面で
　　の大きなメリットがあるが、反面、補修を行う場合は大がかりな工事となる。

利　点　と　欠　点

製作上 架設上 維持管理上 総合
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分類番号

橋　　名

主構造排水（反例）

東北地方建設局　設計施工マニュアル 基準名

回
151排水管は最短距離を計画し，排水勾配はできる限り急なものとする。

i61排水路の経路において，上部工と下部工との接続部には，移動可能なフレキシブル菅を

設ける。

　（略　図）　　　　　　　　　　　　上部工

フレキシブル

下部工

131垂直垂れ

（略　図）

171排水菅の屈曲部は曲り菅を使用する。

　（略　図）

　　　　　　　贋引き菅

131垂直垂れ流し購遭は。桁下面より40㎝程度下に延ばす。

　（略　図）

ドフラシジ

垂れ流し扉水菅

oo

曲り菅

‘4断水菅は出来る励鉛直に取り付けるものとする．幅蹴横引き菅を襯する場ロ

排水蒼の勾配を原則として5．0箔以上とする。

　（略　図）

　　・排水管は凍結による割れ防止のためSGP（ガス管）を使用している。
　　・維持管理（特に清掃時のジェットクリーナー）に楽なように曲り管を使用して
　　　いる。

利点と欠点
製作上

製作しやすい。

　曲り管も高周波曲
げ等で対応。

架設上

設置しやすい。

維持管理上

容易である。

総　合

　維持管理に重点を
置いた構造のため、
景観的には繁雑さが
ある。
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分類番号 主構排水管（反例）

橋　　名 建設省　土木構造物標準図集 基準名

画　　　　Z5．4　排水管の取付け方法

　　　　　111排水管の設計をする場合，市街地では美Uを考え一
　
　
　
　 た取付方法とする。また維持浦修が容易に行えるような

　　　　構造　（図一Z12）　及こメ取付け方法としなければならない。

　　　　　　　　　　　　　ふた付き
　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　、　　♂

　　　　　　　　　ふ　助1緋t

排水ます

土げた

　ドフランジ

：

131排水管のこう配は原則としてL5箔以上とする。

　　　　図一Z12　排水管の屈曲部

121排水管径路において，上部工と下部工との接る、セ部

には受けますを設け，上下部の禄を切るものとする。　　　　　　　　舗装

　　　　　　　排水管

　　　2q隅
　　　　切り口を斜めにする

図一Z14　河川上のロドノk管

　　床版　　　腓水ます

切りロを斜めにする

排ノます 2・峨下できるノ鈎くする
緋水ます i仲略装置

支承

排水管
　15後匪『　噌　　■

　　　■　一
1申蹴呼　　　　　　，．

受ます

μ匡ノk管

けたの伸縮茨催や考瞳し
て余拓を筒たせる
　　　　　受ます
　　　　排水管 8

N

　掩脚ある
　いは団台

図一ス15
側面図

図一Z15　排ノk管の設置

　　　　　　　　　橋脚及び橋台部の排水管
正面図

國
　
　・解説には市街地では美観を考慮するようになっている。

　　・図集自体は維持補修に重点を置いた構造となっている。

利　点　と　欠　点

製作上 架設上 維持管理上 総　合

製作しやすい。 設置しやすい。 容易に維持管理で
きる。

　維持管理に重点を
置いた構造のため、

景観的には繁雑さが
ある。
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3－2コーナーR断面の採用例

発　注　者 橋　　　　名 概 略 図 鋼　重 平均板厚 曲率半径R 床版形式

　運　輸　省
第2港湾建設局

ターミナル南

F
）

　　t
100 13．

mm
　1

RC
連絡橋 mm

A1～P2
（P2～P5）

365 12． 7
200

P5～A2 169 12。 6

ターミナル北 3000

208 1　1． 5
200 RC

　　連絡橋

Al～P2

一
．
碧P2～A2 462 1　1． 7

環八跨道橋 麺 703 1　1． 4 560 鋼床版

日本道路公団
厚木工事事務所

鮎沢ランプ橋

725

206 ？ 600 RC
O

窒 璽

坂　　東　　橋

卜
F
N

隅
誕
扇
ひ

106 19。 6 485 RC

三　　間　　橋

　　隅i

題國 84 13． 6 435 RC

歌　　川　　橋

《）

崎
r
一

　　　2100

一
解毫コ 109 1　7． 3 550 RC

四　角　山　橋

2000

4　8 1　1． 2 3
． 00 RC

儀

一
　
　
§
　
　 一1

岩　　倉　　橋 257 1　1． 1 200 RC
蟹
　
　
　
　
』
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発　注　者 橋　　　　名 概　　　　　略　　　　　図 鋼　重 平均板厚 曲率半径R 床版形式

日本道路公団
厚木工事事務所

姐　　原　　橋

‘

　t

1　3
　　mm
l　O．　1 　mm

4　00 RC

赤田第三橋

　3200

？
？ 200 RC

日本道路公団
横浜工事事務所

西　架　道　橋

　4820

・［亙 158 ？ 500 RC

日本道路公団
習志野

　　工事事務所

潮　　見　　橋
隅
口

128 ？ 450 RC

首都公団

BT331工区
羽田アクセス
　　　　　道路

1800一
　
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
　
　
ゆ
も
　
　
　
　
N

？ ？ 200 RC

横浜市道路局 新横浜駅前
　　　歩道橋

／
馬

437 1　2．　0 5300 鋼床版　1

5300

m
O
r

熊本県熊本市 牛深高架橋

％

？ ？ 鋼床版
oo
rJ●

□Li

8000
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分類番号

橋 名 西架道橋
基準名i

回 　　　　　　嶽　　　　　　　　　連’o尺
　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　『
　　　　　　　　　　一

聾L牒　　恵
甫酬か　　　　凸　翠し

千もoφ

熱・ 」｝・；・コ匹

．置，！㌧，『・』

．魑激、 i

　　　　　ぢ，
’
・
幽　　　『．・』

患 c，．い．．も1

ε

“

§

＄1一一一

書

　びつ

・
．
穣

R盲透に蜥牝と菰

ム
評ぞ・

　　稀

価脳ρ」δ占も並

　lo＆P固
　　　　、35qo

踵璽］．
　　　　　　1）景観設計の経緯
　　　　　　．高速道路の跨道橋であり、高速道路を走行する車両から箱桁下面を見上げる

　　　　　　　こととなるので景観に配慮している。

　　　　　　2）主桁断面構造
　　　　　　下フランジのR加工は、冷間曲げ加工で行い、内側半径15t以上とした。
　　　　　　：主桁の現場添接はHTボルト飴とし、下フランジ側の曲面部‘こはHTB用

　　　　　　　凸型加工フィラープレートを採用した。

利　点 と　　欠　点

製　作　上

製作そりを付けなが

らのR加工および添
接部の精度確一保に技

術を要す。

R加工は製作工数増
となるo

架　設　上

現場添接はHTB接
合としたため通常の

架設作業と同様にで

き、特に問題なし。

維持管理上

維持管理を不要とす

るために耐候性鋼板

を使用しており、特

に維持管理上支障な
しo

総　　合

製作上、工数増とは

なるものの架設上、

特に支障なく、外観

上ソフトな感じを与

え、綜合的には、良

い構造となった。
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分類番号

橋 名 東京国際空港環八跨道橋 基準名

回

32

γ甲

4

2ρq⊃％lz面三　　200乳

ヅcら

　　．砺
1塾一1

〆五一》ゲ

　カD工．

ヨ

　　　　　0

　　　　2000
　　　　　　　』

牛800 2α妙 、3500
ト

魂
鍔

図一之

」
5

き，

調
蟹

図一3

風の説明

1）景観設計の経緯
・本橋周辺の橋梁では、主桁にR加工および全断面現場溶接構造を採用し、統
一をもたせた景観設計が行われている。

2）主桁断面構造

・主桁の現場継手は全断面現場溶接とするため上図のようにフェーシング加工
　を行う。

・下フランジのR加工は、冷間曲げ加工で行い、内側曲げ半径が15t以上と
　したo

・曲面の製作上、曲げの開始点までのっかみ代およびテーパー代として200

mm程度必要。

利　点
架　設　上

と　　欠、点
製　作　上

製作そりを付けなが

らの尽加工および添

接部の精度確保に技
術を要す。

R加工は製作工数増
となる。

全断面現場溶接構造

としたため主桁の目

合わせ作業に労力が

必要となる。

現場溶接は工数増と
なる。

維持管理上

外面に埃等の溜まる

突出部が少なく局部

的に腐食を生ずる要

素が少ないので維持

管理上有利である。

総　　合

外観上ソフトな感じ

を与えるd
製作、架設上は高い

精度が要求され、工

数増となる。
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分類番号

橋　　名 東京国際空港上層道路北側取付道路 基準名

回 主篇断面図 孟祈全断面疹爵

ω
6αD

甑

じ

！鋤

F　　　　　、

zゆ ！」りo

1 旧 1 1　一
1 諾，，壷

　9’084　6」亀
　　　　　　弗
　　　　　　ψL
　　　　　　犀

卜ρ亀．，0089
一置323 ■

1

エレクラヨンピη一ス

“　：705♂0

’へ1

匠
胃
　
一

．1！

’静6

主21鵬碗鱒麟
野r翅、．僻‘フ卿0グ

・8・翻呵32。 ・ト闘細・．1，20

§慮1 1瞳

　1）主桁の現場継手は全断面現場溶接を行っている。
　当社ではガス切断を行っており、目遣い調整のため、エレクションピースを
　使って調整している。

2）フランジ、ウェブ板厚によってエレクションピースの数を増やしている。

　フランジの曲げのため、つかみ代150mmを確保した。

利点　と　欠点
製作上

製作工数が増加す
る。

薄板の曲げであって

も7mが部材長の限度
といわれている。

架設上

　目合わせが大変で
ある。エレクション
ピースの調整でカ

バーするようにして
いる。

維持管理上

維持管理上有利で
ある。

総合
　外観は良い。

　ただし、製作、架
設には高い精度が要
求され、工数増とな
る。
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分類番号

橋　名 東京港連絡橋芝浦ループ部下部工製作 基準名

回

rl

伍1：

乱6Cく一ノ

a
昼

細
；

」3

’　　　　ro

｝
！

鴫
…
…
爵
忌
霞
書
嶋

“建』

奮

：智
、
ミ
§
軸
讐
蝿
喚

髄顎』’

．
o
’

＼

鞭・
7
噂 ，

1

、

8

・血・
P 晩

鱒　　　鳥

．

L 針轄激
一諏硯3ω．～6．，ωo邨8，　5鵜疋zω．28．，鰍釧路，ρ’」g幽‘鋤ゾ

5剛’

鱒　’
一： 235
＿．一5’一1 惚

勲　　　5憲
⑮　潮

雲
昌
卜

謄　巳・・
冨銃

臨 9ヨ『

　h
貞
1
1

一

坦
引

6
…

’愈

．4一
■
’
2
｝

璽． ！ 一

罰

嵩婆
じ

④

｛卜1

←

亀
卜
9
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
馳

ー
『
5
　

．幕
9
壱

～煽
葱

の

レ　　　r h

5 5
・◎

，

　　　　　　　　　　　　配世日
　　　　　　　　　　　　．㈱

1）橋脚の柱及び梁先端部に平面的に曲げ（R＝600）を入れている。

2）図面上ではつかみ代が考慮されていないため、外注で曲げ加工を行ったが、
かなりの費用がかかった。

3）仮組ヤードで1体物とし、架設はF　Cによって一括架設した。

利点と欠点
製作上

製作工数が増大した。

架設上

一括架設のため、

アンカーフレームの
ボルトとの取り合い
のみとなった。

維持管理上

特に問題なし。

総合
外観は良い。

ただし、製作・架
設には高い精度が要
求され、工数増と
なった。’
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分類番号

橋 名 新横浜駅前歩道橋 基準名

回

5
　、
㏄1．／』

』匝’
一ΩΩ99

覧

上 O 0 o

ゆ＿ 850 2
ノ 0

．2
一

蛎か」生

一贈一丁一

　血考1 ～

ノ5b

、

ざ

，亀

讐 矯
へ

図

・i

ム位一　，　　　　　o　．

　　　曾Φ

．
＿
竺
＿
』

卜 三
”一「一「’”．9

』F〒；・
覧

貰
9　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　0

●＼．躊…

　　り

11 、
￥

一F薗P

hl
　”

　9
、
1

、
し

、　　．

、

ヒ診91 多

一■　　　　　，　，一一　　　●一

、

9　　，　　　　　・　一　〇，　　　　9

／

ノユ5ρ o

一

→刀勲

箱桁の下フランジを幅方向全面にわたり曲面加工している。

利　点 と　欠　点

製作上 架設上 維持管理上 総　合

・製作そりを付けなが ・脚軸方向溶接部に ・足場 取り・ ・強度部材により景

ら、広幅の部材をR 目遣い等が発生し けると景観が損な 観の向上を図られ

加工することから 易い。 われるため、工夫 ている。

工数が増加する。 ・両端のブロック取 が必要。 ・加工・組立工数が

・脚との取合部の精度 付時桁内の作業ス ・底面の曲面に沿っ 増加するが、景観
確保が難しい。 ペースが狭い。 て水みちが出来や 向上効果は高い。

すく汚れが目立
つo
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3－3全断面溶接について

　現場溶接継手は経済性、美観などにおける有意性及びその信頼性向上により
高力ボルトとともに現場接合法として使用実績が増加している。その主な理由

以下の点に上げられる。
　1）高力ボルト継手のようにボルト頭、添接板等を外面に取付ける必要がな

　　　く、外面上スッキリとした構造となる。
　2）継手部材が不要であるとともに高力ボルト継手のように引張材の孔引き

　　　による断面の増厚などもなく、鋼重軽減できる。
　3）構造物の大型化に伴い厚板や高強度部材の接合で生ずるボルトの多列化

　　　と添接板の巨大化問題が解消される。
　4）道路橋示方書における許容応力度に対する継手効率が向上し、工場溶接

　　　100％、現場溶接90％として扱えるようになった。
以上のように溶接継手の利点を大いに生かした形で現場溶接継手が採用されて
いる。

角　形　橋　脚

　柱
円　形　橋脚

　柱
Y　形橋　脚

　柱
角　形　橋脚

横　　　　梁

箱　　　　桁
ウェブ垂直継手

箱　　　　桁

ウェブ水平継手

箱　　　。桁

下フランジ
断面方向繕手

！9

ノ／「i

シーム方向繕手

1　桁

　　　　　霧

図一1．型式及び部材別現場溶接箇所

　近年の橋種別全発注トン数実績をみると単純・連続飯桁が40％前後、

箱桁（鋼床版を含む）が45％前後、鋼橋脚が約6％前後を占めており、その
3型式が全型式の発注トン数の約90％を占めており、都市高架橋の景観の回

復には、著名な長大橋のみを言及せずに、むしろこの一般的な3型式にこそ注
目し、問題点の1つである継手問題を解決することが不可欠であると考える。
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写真一1

写真一2

写真一1 　　　写真一2

首都公団：江東区辰巳高架橋

　　　　Y型鋼橋脚での現場高力ボルト継手の事例

首都公団：板橋戸田線　I　S工区

　　　　Y型鋼橋脚での全断面現場溶接継手の事例

　近年の溶接技術の向上には著しいも，のがあります。写真r1は過去盛んに紹
介されている江東区にある辰巳高架橋のY型鋼橋脚です。この橋脚は昭和54
年に竣工し、架設後14年経過したもので、現場継手部はすべて高カボルト継手
で処理されています。

　一方、写真一2は現場継手部は全て全断面溶接継手となっています。辰巳高
架橋架設当時には、技術的に難しかった隅角部近傍での現場溶接が、溶接技術
の向上とその自動化が進み、溶接継手は下向き姿勢以外にも十分対応可能とな
り、この様な特殊な形状をした脚柱に対しても全断面現場溶接ができ、十分そ
の信頼性を確保することができるようになってきました。
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写真一3

首都公団：3号渋谷線　池尻附近
角型鋼橋脚隅角部の高力ボルト継手

写真一4　首都公団：板橋戸田線　I　S工区

　　　　　　　　　　鋼橋脚の柱及び剛結横梁の現場溶接

　鋼橋脚の隅角部は、その構造上板厚が非常に厚くなるうえ、高力ボルト継手
の場合、ボルト孔引きによる断面増厚も加わり、より母材板厚が厚くなります。

そのため写真一3のようにボルトが多列化して添接板が大きくなり、隅角部か
らかなり離れた位置での接合を余儀なくされ、見栄えが相当わるくなります．

　写真一4は最近施工された横梁、柱部分です．現場継手は全断面現場溶接で
施工しています．かっての高カボルト継手では、写真一4の位置にはとても無
理であった隅角部近傍での継手処理が、溶接継手のため継手位置の自由度の高
さ
。 が生まれシンプルになり、構造的に無理なくバランスの取れた設計が可能と
なっていることがわかります。
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写真一5　台東区　：桜橋

　　　　　　　　　箱桁全断面現場溶接継手の事例

　写真一5は江東区桜橋の中央径間大ブロツク部分の現場継手部を施工してい
るところです。ここでは箱断面全ての継手箇所を全断面溶接継手にて施工して
います。上フランジは下向きにて、ウエブは立て向きにて、外面から片面裏波
溶接をおこない、下フランジは箱桁内面から、重力に逆らわない形での下向き
の片面裏波溶接で施工しています。

写真一6　上向き溶接ガスシールド片面裏波自動溶接の実施状況

しかし、最近では写真一6に示すように重力に逆らった形での上壁片面裏

ヤード溶接または現場溶接での効率が向上し・施工実績も増加して墜す・・
また、外面施工のため作業中の溶接排煙等の影響も少なく一安全施工髄大き

く寄与しています。
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図一2． 下フランジの溶接法の推移
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写真一7 首都公団：3号渋谷線　池尻附近
　下フランジ縦シームボルト継手

嶺一＿縮藷薗5
髪

写真一8　首都公団： 鶴見航路橋　斜張橋補剛桁（箱桁断面）の
縦シーム工場ヤード溶接の事例

　写真一7は鋼床版箱桁下フランジ縦シーム高力ボルト継手の事例です。橋軸
方向にわたって高カボルト継手のため塗装角の劣化とともにかなり継手が目だ
っているのがわかります。

　一方、写真一8は現在施工中の鶴見航路橋補剛桁の下フランジ部分です』横
方向断面の現場溶接こそ行われていませんが、橋軸方向にわたります縦シーム
は工場ヤードでの縦シーム溶接継手とし’ています。そのため、橋軸方向にわた

るものが作業車レールのみで、池尻付近の下フランジ縦シームのように違和感
がありません。
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　斜張橋の場合、その架設工法が張り出し工法となる場合が一般に多い為、全
断面現場溶接とするには別途鋼重支持するためのベント設備が必要になり、工
程確保も難しくなるため、全断面現場溶接継手が採用される例は少ない．した
がって、工場ヤードで縦シームのみを溶接継手として、横シームはブロックご
とに高カボルト継手としている場合がほとんどの場合です．また、浜だしヤー
ドの広さや、工場内の製作ブロックや架設ブロックの大きさも継手形式決定の
ための重要な要因となっています。

写真一9　首都公団：板橋戸田線　I　S工区

　　　　　　　　　　鋼橋脚の柱及び剛結横梁の現場溶接のための
　　　　　　　　　　風対策及び溶接作業足場の事例

’写真一9は鋼橋脚の柱および剛結横梁の現場溶接のための風対策を施した作
業足場です。－高カボルト継手に比べてガスシールド溶接は、特に風に対しての

慎重な作業環境対策が必要となります。

　昨今の斜張橋や吊橋の塔の継手のバリエーションを図一3にまとめました。
図中のD形式が全断面溶接継手を示しますが、B方式やC方式でも外面に添接
板を露出させることがありません．それぞれの継手がその構造特性に見合い、
安全性が確認できれば、添接ディテールは今後かなりのバリエーション化を期

待できます。
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図一3．斜張橋、 吊橋の塔継手バリエーシヲン
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